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キ
リ
シ
ャ
の
コ
ス
島
に
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
巨
樹
が
あ
る
。
約
二

千
数
百
年
前
に
医
聖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
が
そ
の
木
の
下
で
、
若
人

に
医
の
道
を
伝
え
た
故
事
か
ら
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
樹
と
呼
ば

れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
聖
な
る
樹
と
言
わ
れ
て
い
る
。
我
が

国
で
は
、
医
の
倫
理
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
樹
の
子
孫

が
医
学
教
育
の
場
に
植
え
ら
れ
、
そ
の
数
す
で
に
百
数
十
本
と

言
わ
れ
る
。
と
は
言
え
、
現
代
の
医
療
倫
理
学
に
お
い
て
、
自

己
決
定
権
を
重
ん
じ
る
立
場
か
ら
「
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
権
化

で
あ
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
死
ん
だ
！
」
と
も
言
わ
れ
る
。
そ
の

一
方
で
、
医
の
倫
理
の
基
本
と
し
て
そ
の
精
神
は
今
日
も
重
ん

じ
ら
れ
、
医
育
機
関
を
中
心
に
多
く
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
ち
な

む
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

一
九
八
○
年
頃
、
東
大
の
緒
方
富
雄
先
生
が
、
日
本
に
お
け

66

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
木
・
・
二
○
○
五

Ｉ
文
献
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
の
収
集

，
４
７
乏
ソ
ノ

稲
松
孝
思

東
京
都
老
人
医
療
セ
ン
タ
ー

る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
木
の
戸
籍
づ
く
り
を
手
が
け
、
記
録
が
残

っ
て
い
る
（
け
ん
さ
二
四
巻
二
号
別
冊
一
九
八
四
）
。
以
来
二

○
年
以
上
た
つ
が
、
そ
の
後
の
情
報
と
し
て
、
恒
任
直
の
報
告

（
日
医
雑
誌
一
三
○
》
（
六
）
九
九
一
六
、
二
○
○
三
）
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
な
ど
が
あ
る
。
今
回
、
こ
れ
ら
の
情
報
を

整
理
し
、
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

緒
方
ら
の
報
告
に
は
七
○
カ
所
、
恒
任
の
報
告
に
は
二
七
カ

所
の
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報

（
四
⑦
Ｆ
Ｏ
ｍ
向
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ィ
、
ヤ
フ
ー
）
そ
の
他
の
情
報

を
加
え
、
か
つ
重
複
分
を
整
理
す
る
と
、
一
○
三
株
の
情
報
を

収
集
で
き
た
。
こ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
五
系
統
と
そ

の
他
に
な
る
。
①
一
九
五
五
年
に
山
形
市
の
産
婦
人
科
医
・
篠

ｌ田秀
男
先
生
（
故
人
）
が
コ
ス
島
の
親
樹
か
ら
種
を
持
ち
帰
り
、

日
本
で
発
芽
さ
せ
、
地
元
の
山
形
大
学
、
母
校
の
慶
応
大
学
な

ど
に
植
え
た
も
の
と
そ
の
子
孫
が
一
五
株
、
②
一
九
六
九
年
、

ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
１

新
潟
市
の
蒲
原
宏
先
生
（
現
日
本
医
史
学
会
理
事
長
）
が
、
コ

ス
島
か
ら
種
を
持
ち
帰
っ
て
発
芽
さ
せ
た
も
の
お
よ
び
そ
の
子

：
■
巳
ロ
■
■
旧
肌
咽
醐
叩
Ⅶ
Ⅷ
叩
１
１

孫
が
一
四
株
、
③
一
九
七
二
年
東
大
の
緒
方
富
雄
先
生
が
ギ
リ

シ
ャ
か
ら
送
っ
て
も
ら
っ
た
挿
し
木
に
よ
る
緒
方
株
一
株
、
④
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一
九
七
八
年
、
日
本
赤
十
字
社
一
○
○
周
年
記
念
に
日
赤
の
小

林
隆
先
生
が
ギ
リ
シ
ャ
赤
十
字
か
ら
送
ら
れ
た
挿
し
木
の
小
林

ｉ

株
系
統
が
九
株
、
こ
の
と
き
に
得
た
実
生
の
小
林
株
（
全
国
の

日
赤
病
院
を
中
心
に
配
布
）
が
五
一
株
、
⑤
一
九
九
○
年
の
日

本
・
ギ
リ
シ
ャ
協
会
株
二
株
、
一
九
九
五
年
の
剛
刺
Ｉ
到
洲
ジ

ー
ャ
協
会
株
が
五
株
、
⑥
そ
の
他
、
不
明
七
株
で
あ
っ
た
。

慶
応
大
の
篠
田
株
、
九
大
の
蒲
原
株
は
虫
害
の
た
め
伐
採
さ

れ
て
い
る
が
、
他
に
も
工
事
な
ど
の
た
め
伐
採
さ
れ
て
い
る
も

の
が
あ
る
。
最
も
新
し
く
植
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
二
○
○

四
年
に
横
浜
市
大
六
○
周
年
記
念
に
植
え
ら
れ
た
、
蒲
原
株
か

ら
取
っ
た
実
生
株
が
あ
る
。

今
回
の
集
計
で
は
二
○
年
前
の
記
載
の
み
の
も
の
も
多
く
、

一
部
を
除
い
て
は
そ
の
後
の
消
息
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
こ

れ
ら
の
現
状
に
つ
い
て
現
在
ま
で
に
集
め
た
情
報
に
つ
い
て
整

治
初
期
の
小
石
川
植
物
園
説
と
、
明
治
三
○
年
代
の
目
黒
の
林

業
試
験
場
説
と
が
あ
る
。
ス
ズ
カ
ヶ
ノ
キ
属
は
一
属
約
一
○
種

理
し
、な

お

で
あ
り
、〆一、今

際蔭
蒸誓
ケ日唱

」
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

本
名
は
ス
ズ
カ
ヶ
ノ
キ
（
篠
懸
）

ノ
キ
が
導
入
さ
れ
た
噴
矢
は
、
明

あ
る
と
さ
れ
る
が
、
ス
ズ
カ
ケ
ノ
キ
弓
両
国
ロ
こ
め
ｏ
１
ｇ
且
尉

巨
邑
己
、
ア
メ
リ
カ
ス
ズ
カ
ケ
ノ
キ
弓
置
国
国
扁
○
月
昼
自
国
房

缶
冒
目
）
と
そ
の
合
い
の
子
の
モ
ミ
ジ
バ
ス
ズ
カ
ヶ
ノ
キ

（
型
翼
目
扁
肖
凰
さ
冒
言
旨
．
）
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
の
三
種
は

葉
の
切
れ
込
み
、
実
の
付
き
方
、
樹
皮
の
性
状
に
差
が
あ
る
。

モ
ミ
ジ
バ
ス
ズ
カ
ヶ
ノ
キ
は
、
一
七
世
紀
に
英
国
の
植
物
収
集

家
の
庭
に
生
じ
た
合
い
の
子
と
い
う
説
が
あ
る
。
全
国
の
街
路

樹
に
は
モ
ミ
ジ
バ
ス
ズ
ヵ
ヶ
ノ
キ
の
子
孫
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
樹
は
ス
ズ
カ
ヶ
ノ
キ
で
あ
る
が
、
そ
の
子
孫

達
に
も
、
形
態
的
に
微
妙
な
差
異
が
見
ら
れ
て
お
り
調
査
中
で

あ
る
。


